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2023（令和 5）年度 事業報告書 

管理運営：認定特定非営利活動法人市民セクターよこはま 

 2023（令和５）年度運営方針と成果  

新型コロナウイルスは第５類感染症に移行し、市民活動も以前の活気を取り戻しつつあります。しか
し、コロナ前の姿に戻すという事ではなく、コロナをきっかけとした価値観の変化や、担い手の高齢化
などの課題を踏まえて、これまでの活動スタイルを見直す事例が増えています。 

2023年度は「地域の活動を見つめ直し、バージョンアップする」をテーマとして、以下の３つの柱で
事業に取り組みました。また、これまでの 10 年間の実績を振り返り、来期の 5 年間に向けた足がかり
をつくることを意識した 1年でした。 

１つめの柱の「活動者の声を聞き、連携する機会をつくる」では、主に情報紙の取材で、これまで長年
活動をしてきた方にお話を伺いました。活動の原点に立ち返って、本質的な目的を見つめ直すことで、
当センターの役割と事業を考えるきっかけになると共に、活動者にとっても自分の活動を見つめ直し、
共有するきっかけとなりました。 

２つめの柱の「地域の中でのつながりの大切さを再認識する場をつくる」では、地域のおまつりに参
加して信頼関係を構築したり、区内の施設と連携を進め、当センターが地域のハブになるための足がか
りをつくりました。 

３つめの柱の「新たな活動の担い手の創出や既存の活動の課題に寄り添う支援を行う」では、地域づ
くり大学校の企画において、新たな活動者を生み出すだけではなく、活動者が地域の中で活動をするこ
とを意識してプログラムを構築しました。また、西区街の名人・達人体験会では、新たに登録した名人・
達人が、当センターで自主事業を行う事を目指した試行を行いました。更に、登録団体の更新では、団
体から活動状況や広報、課題などについてのアンケートをとり、今後の支援の参考になる情報を集めま
した。 

ほかに、企業からの子ども食堂の相談に対して、相談者に寄り添い、地域の活動者や施設との連携を
模索し、実施に向けた調整を行いました。当センターが間に入ることで、地域の中での信頼関係も生ま
れ、活動の幅を広げるきっかけに繋がりました。新たな活動者が地域の中で活動を始めるには、こうし
た丁寧なコーディネートが重要だということを再認識しました。 

来期は、当センターが地域にアウトリーチをして、当事者の視点で一緒に考え、当センターの持つ西
区の中での繋がりを生かして、協働による課題解決や活動の場づくりをコーディネートしていくセンタ
ーを目指します。  
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 事業ごとの報告  

１．相談事業 

◆相談機能の充実と日頃の会話から相談につなげる 
相談件数は、2023（令和 5）年度実績：281件（前年比 83%）とやや減少していますが、データ
ベース化による職員間の共有によるシームレスな対応や傾向の分析など、質の向上を図りました。
相談者に寄り添い、疑問や課題の解決につなげる事を常に意識し、状況によっては施設や地域の
活動者と情報共有をして、連携して対応を行いました。 

1）相談データベースの活用 
・ kintone を使って相談記録をデータベース化し、相談者やつながり先での抽出や職員間でのリ
アルタイムでの共有ができるようにしました。 

・ 件数の減少は、データベース化に伴い、事後入力による記録漏れが発生していることも考えら
れるので、今後はリアルタイムの入力を徹底します。 

・ 職員会議や地域振興課との定例会で、気になる事例をピックアップして共有し、今後の対応に
つなげました。 

２）NPO相談 
経歴のある職員から NPO相談に向けた職員研修を実施、市民局発行の「特定非営利活動法人の設
立認証申請の手引き」「特定非営利活動法人の管理運営の手引き」を使い、NPO法人の立ち上げ
から運営に係る一連の流れを理解しました。また、よくある問合せや NPOに対する誤認識、NPO
に関する講座の例などから、実際の相談につながる学びを深めました。 

３）相談事業の情報発信 
今年度は、情報発信に向けた方向性の検討を行いました。今後、ホームページのリニューアルに
合わせて相談機能の周知や FAQコーナーの設置などを行います。 

４）活動につながる伴走支援 
相談者への対応だけでなく、地域の施設や活動者とも連携とした活動の場づくりに取り組みまし
た。具体的な例として、企業の CSR 活動として「子ども食堂」を実施したいという電話相談を、
区内福祉施設での開催へと支援しました。地域活動団体、活動施設、区関連部署、区社会福祉協議
会「西区子どもの居場所情報交換会」に出向いて企業の想いを説明し、既存の地域活動と共存、協
働ができるような丁寧なコーディネートを心がけました。 
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２．情報提供・発信事業 

◆様々な情報提供のツールを使い、定期的、多面的に情報を発信 
施設やホームページ・Facebookでの情報発信に加え、イベントカレンダーを自治会・町内会や民
児協、西子連を通して配付し、地域の中での事業の周知を図りました。情報紙は区内の施設や登
録団体等に発送して次の活動につなげるきっかけとしました。 

1) 情報紙『にしとも広場』（カラー印刷・冊子）の発行 
・ 年 2回（10月・３月 各 3,000部）発行しました。 
・ 特集記事では、にしとも広場と繋がりのある方を招いて座談会を行い、活動のきっかけや現在
の活動、今後の展望等について語り合う場を設けました。他の参加者の発言に触発されて、話
が展開し、想いが繋がっていく姿を意識して記事を作成しました。 

・ 新たに、にしとも広場の利用登録団体を紹介する連載コーナーを設け、設立のきっかけ、活動
内容、今後の展望を伺い、地域活動・市民活動への共感を生み、活動への協力者や新たな活動の
発掘に繋がることを意識しました。 

第 21号「心で動く、地域の活動 ～顔の見える心地よいつながり～」 
特集：西区地域づくり大学校 卒業生座談会 
９月から開始した地域大 12 期の募集と連動するかたちで、地域大卒業生
に「参加したきっかけ」や「参加したことによる自身の変化」、「その変
化を地域活動でどう活かしていきたいか」について、話し合っていただき
ました。そこから、見えてきた「心で動くことによって生まれる緩やかな
心地よいつながり」は、冊子のタイトルにもなりました。 

開催日時 参加者 
7/1（土） 
15:00－17:00 

西区地域づくり大学校 卒業生座談会 
〇参加いただいた卒業生： 
山本珠代さん、樋野大禄さん、橘高禎利さん、鹿島崇宏さん、 
宮本晃三さん、石黒芳樹さん（オンライン） 

〇にしとも広場：松本、加世田 

登録団体インタビュー：にしく名・達の会 
有澤博さん、吉田峯子さん、髙野圭子さん、金子敏郎さん 

第 22号「音楽が生み出す笑顔の輪」 
特集：西区街の名人・達人 音楽系団体座談会 
音楽分野で活躍している西区街の名人・達人による座談会を実施し、コロ
ナが明けてからの活動状況やこれからの展望について語り合う場を設け
ました。生演奏の大切さやプロ意識を持ったボランティアへの思いが重
なり、次年度、４月の音楽イベントの再開、さらに６月の新たな企画へと
つながりました。 
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開催日時 参加者 
12/10（日） 
10:00－12:00 

 

西区街の名人・達人 音楽系団体座談会 
〇参加いただいた名人・達人： 
有澤博さん、勝俣敦祐さん、三好正一さん、三好香織さん、 
漆崎信二さん、立木佐絵さん 

〇にしとも広場：松本、山田 

登録団体インタビュー：子育て万歳サロン 
平林静子さん 

2) イベントカレンダーの発行 
・センター主催事業、登録団体の自主事業を紹介する、「にしとも広場イベントカレンダー」を毎
月約 500部発行し、団体の活動の周知とタイムリーな情報発信を心がけました。 

・新たに、自治会や民児協での配付を行い、地域に情報が届く取組みをしました。 

     

３）ホームページ等での情報発信と申込み 
・ ホームページでは上記のイベントカレンダーに加えて、センター主催事業の情報発信をしまし
た。 

・ ウェブフォームでのイベント参加申し込みを始め、訪問での申込者も職員が同じフォームに入
力して、年度を通した参加者情報の一元管理を行いました。 

・ 取得した参加者の個人情報は、年度毎に管理して、一定期間経過後に破棄する運用としました。 

４）SNSでの情報発信 
・ センター主催事業の情報を Facebookで発信し、ウェブサイトへ誘導しました。 
・ Instagramのアカウントを作成し、次年度から Facebookと連動して情報発信をする予定です。 

５）展示スペースの活用（壁面・小箱ギャラリー） 
・ 壁面・小箱ギャラリーを、登録団体の活動発表の場として活用しまし、写真や作品を展示して、
活動の周知を行いました。 

・ ミーティングコーナーの壁面は、西区街の名人・達人と連携して季節にあわせた企画を行い、
講座の参加者や来館者が参加して完成させる展示を行いました。また、外国につながる子ども
たちに、日本の文化を知ってもらう機会にもなりました。 
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＜西区街の名人・達人連携事業＞ 
期間・参加者 テーマ・内容 

7/1（土）～ 8/27(日) 
参加者： 
期間中のセンター利
用者（折り紙や水墨
画等の活動をしてい
る団体や、にしとも
るーむの子どもたち
も参加） 

「アート縁日」～みんなで【夏祭り】を作ろう！～ 
〇協力いただいた西区街の名人・達人 「アートな皆様」 
 髙野圭子さん、加藤友美さん、村山陽美さん、千村曜子さん 
〇取材依頼した報道機関 
 YCV（横浜ケーブルビジョン）、タウンニュース 
〇概要 
にしとも広場の壁面に、「アートな皆様」が、やぐら、太
鼓、すだれ、プールに見立てたビニール等を制作。別に塗り
絵のお面、金魚、かき氷、ヨーヨーを準備。来館者が塗り絵
に色を塗って、すだれやプールに貼る。 

 

 
準備の様子 

 
制作完了 

 
YCVの取材を受ける加藤さん 

 
来館者に飾られた壁面 

６）掲示板での情報発信 
・ 道路に面した掲示板に、イベントカレンダー、センター主催事業、登録団体自主事業の案内を
掲示して通行者への周知を図りました。利用者からの声を踏まえて、にしとも広場の掲示板で
ある旨の掲示を追加しました。 

・ にしとも広場入口の立て看板および区民ホールの掲示板に、イベントカレンダー、センター主
催事業の案内を掲示して周知を図りました。 

・ 来年度以降は、デジタルサイネージを導入して、広報の効率化を図る予定です。 

７）市民利用施設等イベント情報・広報よこはまへの掲載 
センター主催事業を、市民利用施設等イベント情報、広報よこはまに掲載して、広く区民に周知
しました。 

８）区民利用施設・地域団体への情報発信 
情報紙やイベントカレンダーを区民利用施設や地域活動団体へ発送して、情報共有を図りました。 
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３．活動団体のマネジメント支援及びネットワーク支援事業 

◆活動がステップアップする機会や情報を提供し、より活発な活動となるよう促進 
活動団体の方から、活動への想いや抱える課題を直接伺い、当センターの担う役割を再認識し、
次の活動につなげるきっかけとしました。 

１）地域人材ボランティア事業『西区街の名人・達人』 

①新規登録の促進 
・2023（令和 5）年度の新規登録は 13件、登録削除は 1件で、年度末の登録件数は 148件と
なりました。新規登録者のリストは下記の通りです。 

・現在名簿を管理している Accsessのデータベースは、複数職員での同時参照や更新履歴の保
存ができない課題が顕在化したので、来年度は kintoneへ移行することを考えています。 
No. 登録日 分野 分類 登録番号 登録名 
1 2023/4/3 子ども 読み聞かせ 293 Cal 
2 2023/4/13 音楽 歌、楽器演奏、指導 294 漆崎 信二 
3 2023/4/18 法律・経済 お金の話、特殊詐欺 295 加藤 明彦 
4 2023/4/18 文化 鎌倉・明治時代の横浜と人物 296 加藤 明彦 
5 2023/6/2 美容・健康 アロマテラピー 297 Tree house 松井 友美 
6 2023/6/2 美容・健康 メディカルハーブ 298 Tree house 松井 友美 
7 2023/7/9 文化 着付 299 涌井 きよ子 

8 2023/7/28 子ども 
STEAM教育・ものづくり教
育 

300 
STEAM教育デザイナー 
西田 俊章 

9 2023/7/31 美容・健康 
日々の暮らしでココロとカラ
ダとお財布に優しいセルフケ
ア 

301 山本 珠代 

10 2023/8/4 法律・経済 
人生 100年時代に向けたこ
れからの「金融リテラシー」 

302 池端 裕 

11 2024/1/25 音楽 アコーディオン 303 みお 

12 2024/2/13 
スポーツ 
・体操 

玄米ダンベル体操 304 嶋本 和子 

13 2024/3/31 法律・経済   305 増田 晃 

②体験会の実施 
・新規登録された方が、活動を試行する場として「西区街の名人・達人体験会」（旧：来て・
見て・聞いての日）を開催し、活動の場を広げる支援をしました。 

日付 イベント名 講師・奏者 参加人数 
4/25（火） 楽しく作る手形アート 木村ゆい 14名 
5/11（木） 南ぬ風 Sha-la-laのコンサート 南ぬ風 5名 
6/ 9（金） 元気に楽しく脳トレ・体操 浅原テイ子   7名 
9/19（火） 骨格ドック®骨格整体®で心身の最適化 杉原宏昭  16名 
10/7（土） みんなで気功体験 フルーヴ気功   6名 
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1/21（日） 歴史講座「横浜の怪物 高島嘉右衛門」 加藤明彦  16名 
2/3（土） 早春の養生 おはなしとお茶づくり 山本珠代   7名 
  合計   71名 

 

 
楽しく作る手形アート 

 
南ぬ風 Sha-la-laのコンサート 

 
元気に楽しく脳トレ・体操 

 
骨格ドック® 

 
みんなで気功体験 

 
高島嘉右衛門 

 
早春の養生 

③連携事業の実施 
・当センターの来館者を広げる機会として、過去に人気のあった名人・達人と連携事業を行い、
活動を継続的にサポートするとともに、新たに活動を始める方の学びの場としました。 

・団体の活動発表の場として「（仮称）にしとも文化祭」の開催に向けた企画を模索しました。 
日付 イベント名 講師・奏者 参加人数 

7/29（土） アロマの香り漂うサマーリース 
Flowerdesign 
♪陽 Haru 

8名 

7/29（土） ガラスの風鈴♪づくり① 
髙野圭子 

 12名 
7/29（土） ガラスの風鈴♪づくり②  12名 
8/12（土） こども科学捜査体験講座① 

久保雅信 
 42名 

8/12（土） こども科学捜査体験講座①  25名 
11/30（木） 干支の年賀状① 吉田紅峯   6名 
12/2（土） クリスマスリースをつくろう 

Flowerdesign 
♪陽 Haru 

 11名 
12/2（土） クリスマススワッグをつくろう①  11名 
12/2（土） クリスマススワッグをつくろう② 9名 
12/3（日） 干支の年賀状② 吉田紅峯   2名 
3/16（土） 常磐津節三味線の世界 岸澤満佐志  15名 
  合計  153名 

 

 
アロマの香り漂うサマーリース 

 
ガラスの風鈴♪づくり 

 
こども科学捜査体験 
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干支の年賀状 

 
クリスマスリースをつくろう 

 
常磐津節三味線の世界 

④活動先のコーディネート 
・42件の依頼を受け、37件の派遣をコーディネートしました。（前年比 108%） 
・条件等は、コーディネート後に、名人・達人と依頼元とで直接交渉をお願いしていましたが、
謝金の支払いについてお互いの認識に齟齬がある事例があり、コーディネート時にボランテ
ィア＝無償ではないことを依頼元に申し伝えることを徹底しました。 

・来年度は、職員が派遣先に出向いて、名人・達人の活動状況や会場の雰囲気などを確認して、
コーディネートに活かす予定です。 

⑤地域人材ボランティア「西区街の名人・達人」ガイドブックの活用 
・2023年 4月発行のガイドブックは、区内の地区センター、コミュニティハウス、地域ケアプ
ラザ、小中学校、学童クラブ、シニアクラブなど 50か所に配布し、利用を呼びかけました。
来年度以降は、自治会町内会や学校、放課後キッズクラブ等へも周知をして、地域で活動を
する機会を増やしていきたいと考えています。 

・毎年 10件以上の追加登録が見込まれるため、来年度より、ガイドブック増補版を作成して定
期的に発行する予定です。 

２）登録団体 

①登録の呼びかけ 
・ 2023（令和 5）年度の新規登録は 10件、登録削除は 36件（更新なし含む）で、年度末の登
録件数は 168件でした。今年度新規登録をした団体は下記の通りです。また、登録更新時に
更新をしない団体もあり、総数は減少しています。 

No. 登録日 分野 登録番号 団体名 
1 2023/4/25 自治会町内会・子ども会 20-032 藤棚町 1丁目自治会 
2 2023/5/30 保健・医療・福祉 01-048 年金者組合西支部 
3 2023/7/6 まちづくり 03-022 希望の会 
4 2023/7/10 保健・医療・福祉 01-049 一般社団法人みんなのレモネードの会 
5 2023/8/8 自治会町内会・子ども会 20-033 紅梅町自治会 
6 2023/9/21 まちづくり 03-023 よこはま緑の推進団体西区連絡会 
7 2023/9/25 文化・芸術・スポーツ｜伝統芸能 04-095 横濱藤棚連 
8 2023/12/12 子どもの健全育成 11-033 こどものカフェ 
9 2023/12/25 子どもの健全育成 11-034 特定非営利活動法人キッズディレクター 
10 2024/2/1 文化・芸術・スポーツ｜音楽 04-096 混声コーラス イル・マーレ 
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②ステップアップにつながる講座の開催 
・秋の団体交流会を、ステップアップ講座も兼ねて開催し、実際に活動している方が、様々な
団体と連携をして、活動の幅を広げた際の想いや工夫を学びあいました。 

③登録の更新、ガイドブックの作成と活用 
・2023（令和 5）年度末が、3年に一度の登録更新のタイミングのため、全ての登録団体
（197団体）に、登録情報と更新意向の確認を行いました。更新辞退数は 33団体で、主な
更新辞退理由は、団体の活動の休止や、西区内での活動の停止、団体の解散などでした。 

・登録更新に際して、団体の活動状況や課題、にしとも広場への要望などのアンケートを行
い、これからの当センターの事業の参考となる基礎情報を集めました。また、「相談した
い」と回答した団体には個別に対応を行い、課題解決のフォローアップを行いました。 

・ガイドブックの作成においては、障害者就労支援施設にデザイン・印刷を依頼し、その旨を
裏表紙に記載することで、障害者の就労支援と地域の中での障害者理解を深めるきっかけに
しました。 

・ホームページに更新した登録情報を掲載すると共に、地区センター、コミュニティハウス、
地域ケアプラザにガイドブックを配布し、登録団体の活動の周知を行いました。 

３）西区街の名人・達人及び登録団体、地域活動者の交流会 
当センターと繋がっている、西区街の名人・達人、西区登録グループ・団体、西区地域づくり
大学校の修了生に広く参加を呼びかけ、お互いの交流を図ると共に、パワーアップにつながる
活動のヒントや工夫を共有する場とし、12月と 3月の 2回実施しました。 

時間・場所・参加者 テーマ・内容 
12/9（土） 
13:30－16:00 
@西区役所３AB会議室 
参加者：8名 

活動を開く ～チャンスに向けて踏み出す一歩～ 
〇事例発表 
 ・南ぬ風（ぱいぬかじ） 小暮達郎さん 
 ・あけぼの会 竹下淳子さん 
 ・ブリリアみらいコミュニティ 松本道雄さん 
〇グループワーク・発表 
★講座の開催報告を情報紙 22号に掲載しました 

３/17（日） 
第 1部 14:30－16:45 
@西区役所３AB会議室 
参加者：21名 
第２部 17:00－18:30 
@にしとも広場 
参加者：14名 

春の大交流会！～顔を合わせて語り合おう～ 
〇オープニング演奏：名人・達人登録の 3名 
〇すごろくトーク： 
・6グループに分かれメンバーを入れ替えて 2回実施 
・リーダーは運営の手伝いを申し出てくださった方々 
・すごろくから、にしともへの要望等を模造紙に記入 

＊第 2部は軽食付きで懇親会を実施 
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４）西区民まつりへの参加 
11/5（日）に開催した西区民まつりに、にしとも広場をサテライト会場として参加し、区民利
用施設や活動団体と連携をして、おやこ休憩室、ヒーローショー、西区街の名人・達人紹介を実
施しました。 

時間・場所・参加者 テーマ・内容 
11/5（日） 
10:00－16:00 

西区民まつり in にしとも広場 

10:00－16:00 
@にしとも広場 
来場者：90名 

おやこ休憩室 
メイン会場と離れている地の利を活かして、主に乳幼児を連れ
た親子の休憩スペースを提供しました。床にマットを敷いて、
「よこはま布えほんぐるーぷ」より借りた布おもちゃで遊べる
スペースや、テーブル席の飲食コーナー等を設置、「スマイル・
ポート」のスタッフによる手遊びタイムなどを実施しました。 

12:00－12:30 
@前面屋外スペース 
来場者：98名 

ヒーローショー 
「帷子戦士デザイヤー」によるヒーローショーと握手会を実施
しました。 

10:00－16:00 
@壁面展示 
 

西区街の名人・達人紹介 
制度の利用方法や、コーディネート事例の写真を使ったパネル
を展示しました。 

 

 
開催案内チラシ 

 
おやこ休憩室 

 
スマイル・ポートによる手遊びタイム 

 
ヒーローショー案内 

 
ヒーローショー 

 
握手会 

     
西区街の名人・達人紹介パネル 
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４．地域支援事業 

◆地域で活躍する人材の掘り起こしと養成 
地域づくり大学校は、参加者の想いを実現するだけでなく、地域との繋がりや地域の中での活動
を意識して、プログラムを作成しました。その他の事業でも、地域の中でのにしとも広場の役割
や、地域との信頼関係の構築を意識して事業に取り組みました。 

１）地域づくりの人材を養成する講座 
「西区地域づくり大学校（以下、西区地域大）第 12期」の開催 
（西区区政推進課との協働事業） 

・ 本講座は、①講座後も続く仲間づくり、②少人数制の連続講座、③講座終了後も“にしとも広場”が継続的に

受講生を応援することを主軸に、全４回を区政推進課と協働で開催しました。 

・ 住んでいる身近な地域に目を向けている方が増えているが、地域とまずはつながることが大事と考え、テーマは「～
住んでいるまちを知って、仲間と出会って～地域のなかでつながる輪」としました。 

・ 応募者は定員数の 15名、1名辞退で 14名の方が受講、11名の方が修了しました。 
（内訳： 40代 4名、50代 7名、60代 1名、70代 2名） 

・ にしとも広場や地域の居場所（咲弘洞）でイベント活動を始めた方、地域の居場所（藤棚らいぶステーション）
のメンバーとなった方、自らが属する自治会の活動を視野に入れた方など、地域に入って活動を始めようとする方が
約半数でした。 

・ 卒業後のフォローアップについては、区役所と連携し、修了生対象の助成金の活用も視野に、伴走支援、コーディ
ネートを行っていきます。 
 日時・場所・参加者 テーマ・内容 

１ 

11/26（日） 
9:30－12:30 
@区役所 3ＡB会議 
受講者数：13名 

『にしくについて知ろう』 
・オープニング（開講挨拶：菊地区長、松本センター長）  
・受講生自己紹介 
・講義１：「西区について知ろう」  西区役所区政推進課 楢崎課長   
・講義２：「地域の仕組み」  西区社会福祉協議会会長 米岡さん 
・先輩たちと話そう：10期修了生の美森さん、11期修了生の木幡さん 

２ 

12/16（土） 
13:00－16:00 
受講者数：13名 

『聞いて、見て、地域を知ろう~見学・まち歩き~』 
（2 グループに分かれ以下をフィールドワーク） 
神奈川大学みなとみらいキャンパス社会連携センター➡戸部のお茶の間／戸
部コミュニティハウス➡咲弘洞➡桜木カフェ／桜木自治会館➡戸部本町地域
ケアプラザ 

３ 

1/20（土） 
10:00－16:00 
@生活創造空間にし 
受講者数：12名 

『おもいを形にプランをつくろう』 
・講義「地域とつながり、活動を楽しむために」 
国立大学法人宇都宮大学地域デザイン科学部准教授 石井大一朗さん 

・グループワーク：「みんなでチャレンジプランを話そう」 
※グループワークオブザーバー：第一地区佐藤さん、第三地区山崎さん 

第 4地区小林さん、第六地区秋末さん 
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4 

2/18(日) 
9:30－12:30 
@区役所 3AB会議室 
受講者数：11名 

『振返り＆プランの共有』 
・チャレンジプラン発表 質疑応答＆感想共有タイム 
・修了式 （修了者 11名） 
★来賓 4名   

<アンケートより> 
  平均点 92点（100点満点中）（11/11名） 

・ 西区がさらに好きになった。地域で何か役に立ちたい！と強く思うようになった。 
・ やりたいことがより具体的に考えられ、目指すものが見えてきた。 
・ 人とのつながりが圧倒的にひろがった。 
・ 身近な地域活動にアンテナを張るようになった。 

２）地域のつながりづくり支援 

① 災害復興期のつながりづくり 
「災害復興くらし応援・みんなのネットワークかながわ」（通称 みんかな）と連携し、大規模
災害が起きたあとの復興期を想定して、西区の中での、地域での日頃からのつながりの大切さ
を再認識するとともに、自身の強みや日頃のつながりを生かしていくことについて、学び合う
機会を設けました。対象は昨年の活動団体から一般の区民に広げました。 
時間・場所・参加者 テーマ・内容 

5/13（土） 
14:00－16:00 
@にしとも広場 
参加者：一般区民 19名 

（うち 会場 9名、 
オンライン 10名） 

「いざというとき、このつながりが力になる」 
 ・災害復興期の生活の困りごとを考える 
 ・人のつながりが災害復興期にどう生きるのかを考える 
コーディネーター： 
災害復興くらし応援・みんなのネットワークかながわ 

 伊藤朋子さん、宮本裕子さん 

② にしともるーむ 
・2018年度実施した「日本語・学習支援ボランティア養成講座」をきっかけに、外国につなが
る子どもの学習支援教室「にしともるーむ」を開始し、現在は毎週火曜日 16:00～17:00開
催しています。 

・毎回 4~5人の子どもが来て、ボランティアと宿題等の勉強をしました。特に、高校受験の子
どもの希望もあり、夏休み中も時間枠を広げて実施しました。 

・5年ぶりに「日本語・学習支援ボランティア養成講座」を実施し、西区の学習支援の実際を学
びました。希望者は講座後、にしともるーむの様子を見学し理解を深めました。講座には、西
前小学校の校長、国際教室の先生も参加して、小学校での子どもの様子や、学校から見た、に
しともるーむの意義などについて話がありました。 
時間・場所・参加者 テーマ・内容 

9/19（火） 
13:30－15:30 
@にしとも広場 

「外国につながる子どもたちをサポートしてみませんか」 
講師：公益財団法人横浜市国際交流協会（YOKE） 

藤井さん、唐澤さん 
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参加者：一般区民 14名 
中央図書館 1名 

<アンケートより> 
  平均点 87点（100点満点中）（13/19名） 

     ・学習支援サポートの状況や環境が知れて視野がひろがった。 
     ・グループで話し合う時間もあり双方向のやりとりがよかった。 
     ・支援のノウハウではなく、子どもたちの現状や、とりまく人々の姿勢を知ることができた。 

３)地域のまつり等への参加 
にしく名・達の会、第 4 地区社協主催のまつりに参加し、来場者・参加団体等に向けて、センタ
ーの周知を図ると共に、クイズを通して、多様な世代との交流を深めました。 
日程・場所・参加者 名称・主催・出展内容 
2/24(土) 
藤棚地区センター 
クイズ参加者：80名 

第 21回 西区街の名人・達人まつり 
主催：にしく名・達の会 
西区今昔クイズ、パネル展示、情報紙・イベントカレンダーの配布 

3/9(土) 
一本松小学校体育館 
クイズ参加者：100名 

第 19回 みんなのまつり 
主催：第 4地区社会福祉協議会 
西区今昔クイズ、パネル展示、情報紙・イベントカレンダーの配布 

 

   

４)意見交換会の実施 
・自治会町内会、地域人材ボランティア、区内施設などの方々と、当センターの事業や役割、地域
の課題やニーズなどについて、意見交換をしました。頂いたご意見は、今後のセンター運営や事
業展開の参考にします。 

・次年度より「にしく市民活動支援センター運営事業評議会」が設置されるため、以前から行って
いた意見交換会は今年度で終了となります。 
時間・場所・参加者 テーマ・内容 

3/28（木） 
15:30－17:00 
@にしとも広場 
参加者：5名 

西区連合町内会・自治会連絡協議会会長 平野周二さん 
西区社会福祉協議会会長 米岡美智枝さん 
にしく名・達の会会長 金子敏郎さん 
藤棚一番街協同組合理事長 米山博之さん 
西区地域子育て支援拠点スマイル・ポート施設長 鳴神美穂子さん 

＜ご意見より＞ 
・コロナを経て、今は時代が変わる過渡期だと考えている。新・旧の住民や高齢者・若い人の分断
が生まれているので、センターが接点になるとよい。 



 
にしく市民活動支援センター“にしとも広場” 

2023（令和 5）年度事業報告書 
 

- 14 - 

・にしとも広場は、もっと地域に出張って欲しい、地域に様々な企画を持ち込んで欲しい。 
・地域の高齢者の会などは、開催するイベントの企画に悩んでいるので、受け手に合わせた「お
すすめメニュー」があるとよい。 

・名人・達人の新規登録を増やすことと並行して、既に登録している人の活性化をして欲しい。
質の向上、交流の場づくりをして欲しい。 

５．区と区民利用施設等との連携事業 

◆地域情報の共有と連携で、地域力アップを目指します 
西区内の様々な施設と連携・協働をして、オール西区で事業に取り組む関係づくりを行いました。 

１）区民利用施設等との連携会議の実施（年１回） 
・地区センター、コミュニティハウス、地域ケアプラザ等の区民利用施設との連携会議「ゆると
も西」を実施しました。 

・今年度は共通のワークシートを作成して、各施設の利用者を「見える化」しました。世代別に事
業の内容や周知方法を検証し、今後の施設運営に向けヒントやアイデアを交換しました。 

・どの施設においても関わりの少ない若者世代について、講師からお話をもとに、今後の利用者
になりうる若者世代へのアプローチや新たな企画を検討しました。 

・それぞれの施設が情報を交換し、今後の施設運営に向けて有意義な機会となりました。 
日時・場所 テーマ・内容 
1/18(木)15:00～17:00 
にしとも広場 
参加者：10施設・11名 

利用者さんの「現在」と「未来」を見える化 
～今後の施設運営とつながりと考える～ 
〇話題提供「施設を利用する中高生のリアル」 
 公益財団法人よこはまユース 事業課 吉田智之 
〇ワークシートを使ってグループワーク 

２）センター事業における区内施設等との連携 
①西区地域子育て支援拠点スマイル・ポートとの連携 

    ・「みんなで！みちあそび」は未就学児とその保護者を対象に、安全にみちあそびができる環境
をつくり、親子が日常不可能な遊びを体験するイベントとして開催しました。西前小学校の６
年生や、さくらリビングの高校生がボランティアとして運営に携わりました。 

    ・「『ダブルケア』を知っていますか？」は、ダブルケアの状況になっても、その人らしく暮らせ
る地域を実現するために、ダブルケアについて広く知ってもらう機会として開催しました。 
日時・場所 テーマ・内容 
８/27（日） 
10:00～12:00 
@にしとも広場、前面スペース、区役
所１AB会議室 

参加者：３８組８０名 
スマイル：５名｜みはらし：１名 
小学生ボラ：5名｜高校生ボラ：４名 

みんなで！ みちあそび ㏌ にしとも広場 
主催：にしく市民活動支援センター“にしとも広場” 
共催：西区地域子育て支援拠点スマイル・ポート 

浅間台みはらしプレイパーク 
公益財団法人よこはまユース 
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１/20（土） 
10:00～12:00 
@にしとも広場 
参加者：４名｜スマイル：１名 

地域の方向け 「ダブルケア」って知っていますか？ 
主催：西区地域子育て支援拠点スマイル・ポート 
共催：にしく市民活動支援センター“にしとも広場” 

 

 
みちあそびの様子 

 
みちあそび 室内の様子 

 
ダブルケア講座 

②生活支援センター西との連携 
障がいを持つ方とその家族が自分らしく暮らすために、地域でできる初めの一歩を考える講座を
実施しました。支援者、家族会の方々のお話しを通して、家族をまるごと包みこむ意味と自分に
できることを考えました。 
日時・場所 内容 
3/9（土） 
13:30～15:30 
@にしとも広場 
＊区役所３階から変更 
参加者：17名 関係者：7名 

～精神障がいがある方とその家族～ 
家族を包みこむ地域のつながり 
主催：にしく市民活動支援センター“にしとも広場” 
共催：生活支援センター西・パソコン工房 DELTA 
   横浜障がい相談システムねくさす 
   横浜市西区地域精神保健家族会「もみじ会」 

＜アンケートより＞ 
・家族以外に相談できる機関があることを知っている人は少ないと思います。 
・「誰かに相談することに慣れる」ことは、とても大切と思いました。 
・事業の説明だけにとどまらず、現実的な話や想いもたくさん聞くことができ、もっと聞きたい
と思いました。 

・当事者家族としての視点や心に残る言の葉を聞くことができました。 
・ありのままを受けとめ、困難がありながらも前に進んでいる様子に感動しました。 
・どんな方向を向いていても、それが受け入れられ、一人ひとりが居心地良く感じられる社会が
一番優先されるべきと思います。 

３）中央図書館との連携 
・中央図書館サービス課と連携し、年５回、１ヶ月間、にしとも広場の事業テーマに沿った書籍
を司書が選定する「こばこ図書」を設置して、地域の方の学びや楽しみの機会をつくりました。 

・来館者が本を選びやすいように、司書のおすすめメッセージを本棚の横に掲示しました。また、
市立図書館電子書籍サービス開始に伴い、利用方法などの広報にも協力しました。 

・認知症をテーマに選定した本を展示した際は、高齢障害支援課と連携し、収めた本と認知症キ
ャラバンメイトののぼりを掲示しました。 
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対象期間 テーマ 関連行事・事業等 

7月 10日～8月 9日 日本のおまつり アート縁日（にしとも広場自主事業） 
8月 9日～9月 7日 世界のおまつり アート縁日・にしともるーむ（にしとも広場自

主事業 
ネパール・中国に関わる子ども向け絵本 

9月 8日～10月７日 認知症について 認知症とともに歩む地域（にしとも広場主催） 
11月8日～12月７日 西区の今昔に関わる

本、昔あそび 
西区今昔を学ぶ講座（区との連携事業） 

2月29日～3月28日 精神障がい理解 家族を包みこむ地域のつながり 
 

   

４）神奈川大学との連携 
・西区と神奈川大学の定例会に参加し、市民活動分野での連携を検討しました。 
・人生すごろく「金の糸」の活動をしている地域大卒業生が、学生向けに行う講座の実施を提案
し、神奈川大学・区役所との調整を進めました。 

５）地域団体との連携 
・地域のまつりへの参加などを通して、地域との信頼関係を構築し、連携の糸口を探りました。 
・次年度は、自治会・町内会などの地域団体との連携や、西区街の名人・達人のコーディネート先
への職員の派遣を通して地域活動の現状を知る機会を設けます。 

６）局・区関連部署との連携 
・局・区の関連部署と連携して、センターの見学・説明会を実施しました。 
日程 事業名 担当部署 
11/13(月) 「よこはまポジティブエイジング事業」 

見学者：5名 
健康福祉局 
地域包括ケア推進課 

2/15(木) 新人新任ケアマネージャー研修  
見学者：12名 

西区高齢・障害支援課 
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6．施設運営管理 

◆市民活動に役立ち、気軽に立ち寄れる施設を目指します 
DXによる業務フローの見直しや、子育て世代の利用を意識しや施設の運営管理を行いました。 

１）ミーティングスペース・機器の予約 
・当センターの年間利用件数は 2,748件（前年比：99%）、利用人数は 6,583人（同：99%）、
印刷機利用件数は 170件（同 90%）、機材貸出件数は 13件（同 130%）と、昨年度とほぼ横
ばいでした。 

・フォームによる申し込みや、クラウドデータベースシステム kintone を使った施設予約管理を
はじめ、リアルタイムでの情報共有と業務の効率化、個人情報漏洩リスクの軽減を図りました。 

２）市民活動に関わる情報と参加者同士の出会いのある場づくり 
・当センターの主催事業に加えて、当センターで開催される登録団体の自主事業をまとめたイベ
ントカレンダーを作成し、センターでの掲示・配付だけでなく、自治会・町内会や民児協を通し
で配付して、地域での活動の周知を図りました。 

・施設や活動団体等から周知依頼のあったチラシを、施設内で掲示・配架しました。 
・講座やイベント等で、自己紹介やワークを組み込み、参加者同士が交流する機会設けました。 

３）子育て世代が気軽に立ち寄れる場づくり 
・ センター内にキッズコーナーを設け、小さな子ども連れでも安心して立ち寄れる空間をつくり
ました。 

・ みちあそびや区民まつりなど、小さな子どもと一緒に親子で参加できる企画を実施しました。 
・ 西区地域づくり大学校は、託児付きで開催しました。 

４）施設のリスク管理 
・国や市からの通達に基づいて、新型コロナウイルス感染症対策を講じました。 
・緊急時対応マニュアルの内容を確認し、見直しに向けた検討を行いました。 
・地震の揺れによる事故予防の観点から、キャビネットの上に置かれた物品の撤去を行いました。 
・防災備蓄品の棚卸しをして、使用期限・賞味期限が切れたものを処分しました。 

５）文書管理 
・施設運営要領に従った運営を行いました。現在のオペレーションや様式の課題を洗い出し、見
直しに向けた意見の収集を行いました。 

・個人情報や文書について、保管期限を設定して定期的かつ安全に廃棄するルールを検討しまし
た。 
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7．職員配置体制・資質向上への取り組み 

◆職員のスキルアップと職員間の情報共有を心がけます 
研修による職員の知識やスキルの向上だけてなく、地域で活動する方々との接点を積極的に持っ
て、市民活動マインドに共感し、これからの事業につなげる事を意識して取り組みました。 

１）団体ヒアリングと現場訪問 
・情報紙の取材を通して、活動団体の想いや体験談などを伺い、次年度以降の活動につなげる種を
見つけました。頂いた話を情報紙として発信することで、共感を生み、次の活動につなげるきっ
かけとなることを意識しました。 

・地区社協のサロン、子育て支援、区民利用施設の地域福祉活動、登録団体の活動の現場等を訪問
し、活動の様子を把握しました。にしとも広場の事業チラシやカレンダーをお渡しすると共に、
活動者と参加者、施設管理運営者、それぞれ会話の中で情報を交換し、生の声をセンターの運営
に活かしました。 

２）職員研修 
・講師に話をしていただく「認知症と共に歩む地域」「いざという時役立つ救急救命」について
は、施設の運営管理だけでなく、市民活動にも役立つ知識を習得する講座として、一般にも参
加者を募って行いました。 

・職員定例会のあとに、施設運営で必要な基本知識習得する場として、「個人情報保護」「NPO
基礎」「西区を知る」「障がい者理解」「防犯」の研修を行いました。 
実施日・参加者 テーマ・内容 

４/11(火) 
非公開 

個人情報保護研修 
松本センター長を中心に、法人の「個人情報保護規程」と、にしとも広
場の「個人情報取扱マニュアル」の読み合わせを行った。 

６/８(月) 
非公開 

NPO基礎講座 
 加世田職員より、任意団体と NPO法人の違いや、NPO法人の義務など
について説明を聞いた。 

9/30（土） 
参加者：13名 
（職員を含む） 

認知症と共に歩む地域 
高齢者グループホーム管理者の井上氏を講師に、認知症に関する基礎知
識と、当事者と接する中での気づきについて話をして頂いた。 

11/9（木） 
非公開 

西区を知る研修 
 西区の新任職員向け資料を、西区職員の方に説明頂いて、西区の概要に
ついて学んだ。 

12/14（木） 
非公開 

障がい者理解研修 
 9/30 にチームにしまるが実施した、重症心身障害、知的障害の当事者
の話を聞く講演会の記録動画を見て、意見交換を行った。 

1/28（日） 
参加者：9名 

いざという時役立つ救急救命 
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（職員を含む）  EMR 財団の阿波氏を講師に、実際の状況を想定しながら、心臓マッサ
ージと AEDの操作を学んだ。 

3/14（木） 
非公開 

防犯研修 
 戸部警察生活安全課の方に来て頂き、西区の犯罪情報、不審者対応、防
衛手段等について話を伺った。 

３）他区の支援センターとの情報交換と交流 
ネットワーク会議 

実施日 内容 

＜第 1回＞ 
7/19(水) 

〇講義「市民活動支援センターの役割等について」 
〇グループワーク：SWOT分析について 
 ・中間支援組織等とのプラットフォーム 
 ・地域の担い手育成のための事業 
 ・自治会町内会等と区役所内部との関わり 

＜第 2回＞ 
12/18(月) 

〇講義「施設連携でつながり・つなぐ・地域の輪」 
 NPO法人まち×学生プロジェクト plus常務理事 原島隆行 
〇グループワーク：ステイクホルダー分析・すごろくワーク 
〇NPO法人データベースについて 

＜第 3回＞ 
2/28(水) 

〇はじめに/開会挨拶：市民局市民協働推進課長 金子 
〇講義・質疑応答：認定特定非営利活動法人森ノオト 理事長 北原まどか 
〇グループワーク：「アクションプラン作成」 
  個人ワーク／グループワーク／全体共有 
〇NPO法人データベースについて：市民協働推進センター長 伊吾田 
〇まとめ・事務連絡 

４）外部研修への参加 
参加研修（抜粋） 

実施日 研修名 主催者 

9/21（木） ボランタリー活動支援施設 CEOミーティング 
（一社）ソーシャルコ
ーディネートかながわ 

10/18（水） NPO法人のための「個人情報取扱い」 NPO法人 H&K 

10/30（月） 
知っておきたい NPOの基礎知識/支援センター 
スタッフの役割とは 

（一社）ソーシャルコ
ーディネートかながわ 

11/10（金） 
ネットワークを活かして、西区地域福祉保健計画
推進の協働について考える 

西区社会福祉協議会 

12/20（水） 
外国につながる子どもの学習支援ボランティア研修会 
「横浜で学校と地域が共に支える学習支援」 
講師：鶴見ひまわり 日本語支援アドバイザー 池内梨恵 

横浜市国際交流協会 

1/17（水） 協働を進めるためのファシリテーション 市民局地域活動推進課 
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５）職員間の情報共有 
・第 2木曜日、第 4火曜日に職員会議の「はちとべ会議」を実施し、事業の進捗確認や課題の共
有を行いました。 

・クラウドサービスの Teams による連絡と OneDrive を活用して、リアルタイムでの情報共有
と共同作業を行いました。 

・今年度実施できなかった、事務取扱要領、個人情報保護マニュアルの改訂、作業マニュアルの
作成は来年度の実施を予定しています。 

8．西区役所との協働  

◆地域振興課及び関係課とのさらなる連携を進めます 
地域協働の拠点としての当センターの役割を踏まえて、西区役所や関係機関との連携を図り情報
共有や会議への参加をしました。 

１）協働契約による運営 
・民間法人ならではの発想と軽快なフットワークを活かして、区と連携をしながら、市民活動の
支援に取り組みました。 

・毎月第 4 火曜日の定例会で、センターの事業進捗を共有し、区との連携、分担について確認を
行いました。 

・協働に関する相互検証を通して、互いの分担と協働の成果を確認しました。 

２）生涯学習講座での連携 
・地域づくり大学校卒業生発案の「西区今昔かるた」について、区制 80周年事業に絡めて、生涯
学習事業としての企画を提案し、実施の支援を行いました。 

3) 西区役所関係課や関係機関との連携による事業の実施 
①西区地域自立支援協議会 

開催日 主な内容 
＜第 1回 代表者会議＞ 
6/8（木） 

〇新年度会長・副会長の選出 
〇事務局・担当職員紹介 
〇各部会報告 

＜第 1回 担当者会議＞ 
7/13（木） 

〇横浜ラポールより事業案内 
〇虐待防止対策研修  
講師：西区高齢・障害支援課 障害支援担当 杉浦さんより  

＜防災会議全体会＞ 
9/22（金） 

〇事務局より：西区自立支援協議会 防災会議について 
       防災関連情報共有システムについて 
〇西区役所総務部総務課 危機管理・地域防災担当係長より 
「地震・風水害の避難・避難所について」 

＜第 2回 担当者会議＞ 
11/9（木） 

〇議題 
・「にこまちプラン」第４期知己福祉保健計画について 
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・グループワーク（各グループでの協議、全体共有） 

＜第 2回代表者会議＞ 
3/14（木） 

〇役員、事務局、課題検討会議の紹介 
〇各部会からの報告 
〇前回の代表者会議からの検討事項について 
〇ホームページの再開について 
〇質疑応答・意見交換 
〇その他 
・新規事業所紹介 
・重心ネットワーク会議からの報告 

 ・もしも手帳の配布について 

②ボランティア・市民活動部会 
開催日 主な内容 

＜第 1回＞ 
5/29（月） 

〇令和 5年度西区社協事業計画の説明 
〇にこまち計画」推進に向けた分科会の取組み 
  ～仲間づくり つながりづくり～ミニ勉強会「広報について」① 
 「はじめの一歩 広報について」講師：西区役所広報相談係 河野孝信 

＜第 2回＞ 
8/28（月） 

〇「にこまち計画」推進に向けた分科会の取組み 
  ～仲間づくり つながりづくり～ミニ勉強会「広報について」② 
 「チラシ作り」研修講師：西区役所広報相談係 河野孝信 

＜第 3回＞ 
2/26（月） 

〇分科会正副分科会長および理事の選任について 
〇会員全体研修報告 
〇今年度の振り返り、次年度に向けて 
 広報研修の感想、成果、今後について 
 ボランティアグループ活動シート（案）について 
 次年度の分科会の取組みについて 
〇情報共有：市福祉ボランティア・市民活動部会の報告 

③地域センター会議 
開催日 主な内容 

＜第 1回＞ 
6/5（月） 

〇事例について（生活支援課より） 
○グループワーク 
〇各事業所より情報提供 

＜第 2回＞ 
9/4（月） 

〇事例について（ガッツ・びーと西より） 
○グループワーク 
〇みんなの相談窓口クリアファイルについて 
〇各事業所より情報提供 
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＜第 3回＞ 
11/2（木） 

〇事例について（スマイル・ポートより） 
 役割・事業紹介／「ダブルケアについて」／事例概要 
○グループワーク 
 3つのテーマワーク／発表／まとめ 
 ①「本人ができていること」「支援者ができていること」 
  「事業者ができていること」（良いところ） 
 ②「自分のところだったら、こんなことができそう」 
  「〇〇（機関）だったら、こんなことができそう」 
 ③「こんなことがあるとよい」など 
〇各事業所より情報提供 

＜第 4回＞ 
3/4（月） 

〇今年度の事例の振り返り 
〇講義「複合的な課題を抱えた相談を受け止めるネットワーク構築 
    ～だれもが自分らしく暮らせる地域共生社会のために～」 
 講師：又村あおい 

④その他のネットワーク会議 
開催日 主な内容 主催 
12/18(月) 西区子どもの居場所情報交換会 

〇各団体の近況報告、意見交換、情報交換 
西区社会福祉協議会 

3/14(木) 第 2地区サロン・拠点交流会 
〇各サロン・拠点の近況報告と情報交換 

戸部本町地域ケアプラザ 
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